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◎◎◎原稿を書いているまさにこの時にも◎◎◎

松 下 正 和
原稿を書いているまさにこの時にも､台風 23号が日本に向かってきています｡も

し､上陸すれば､今年で 10回目･日｡秋以降は前線に伴 う長雨により､各地で風水害に

よる被害が続出 しています｡地域の歴史資料にとっても受難の年 とな りました｡

昨年 9月の十勝沖地震の際に､津波による被害を想定 し､私 自身 も対策を考えてい

ましたが具体化せず､今年の水害 ･連続台風を迎えて しまいました｡風水害-の本格

的な対応は始めてでしたので､史料ネ ット事務局 としても､被災地 とどのように､い

つ連絡をとるのか悩みました｡一応の目安 として､床上浸水の多い地域を消防庁のH

Pで調べ､被災地の教育委員会や博物館 ･資史料館や知 り合いの研究者などにFAX

するとい う方法に落ち着きました｡被災地の現場では､ライフラインの復旧に追われ

ているにもかかわ らず､そこに被災史料の現状確認調査依頼のFAXを流すことに私

たちも全 く抵抗がなかったわけではあ りません｡そのあた りの苦悩は､事務局員の堀

田昌宏 さんの手記をご覧ください｡

本号では､新潟豪雨での被災史料調査をなさった ｢越佐歴史資料調査会｣メンバー

の山本幸俊 さんにご寄稿願いました｡被災史料を早期に保全することの重要性 ととも

に､｢被災現場の 『状況』-の慎重な配慮｣も必要とする氏の指摘は､とても重い問題

を提起 していると思います｡

私が阪神 ･淡路大震災での被災史料 レスキュー活動の末端に参加 したのは､修士 1

回生の冬で した｡活動を続けてい くうちに､単に歴史資料のみを救出しているとい う

よりも､被災 したお宅の生活全般の復旧のお手伝いをさせてもらっているんだ､地域

に生きる人々の歴史を語 りつ ぐために何か役に立ちたい､との思いを強くすることで

自己了解 していたように思います.当時の私 と同 じマスター 1回の山本陽一郎 さんと

浅利文子さんにも､福井史料ネ ット-の参加記を寄せていただきました｡これからも

若い世代に史料ネ ット活動が受け継がれていってほしいです｡

地域の歴史資料の受難は､災害時だけではあ りません｡資料 を保存する機関 自体の

基盤や存続が危ぶまれているところもあります｡今回の近世市民講座は､芦屋市立美

術博物館に架蔵 されている､阪神淡路大震災での被災史料を活用 した企画でもあ りま

す｡詳細は､本文をご覧いただければ と思います｡民間委託で揺れ るのは芦屋市立美

術館だけではあ りません｡今年 9月には､京都府が京都府施設の自己評価の結果を発

表 し､新聞報道によると､ほとん どの施設がAまたはBランクに自己評価 されたのに

対 して､京都府立丹後 ･山城両郷土資料館だけがCランクであったと報 じられました｡

少ない予算の中で､地元に根付いた活動を進めてきたこれ らの機関が､必ず しも正当

に評価 されていないように感 じます｡来館者数や対費用効果のみで位置づけるのでは

なく､本当に地域にとって大切なものは何か､それを市民 と共有 していくにはどうす

ればよいのか-｡景気低迷による文化財部門の切 り捨てに対抗 しうる論理をどのよう

に構築するのか､このような危機的状況の中でも各地で高まりつつある市民の力 とど

のように連携 していくのか-｡皆様のご意見を頂戴 しながら､一緒に考えていきたい

と思っています｡これからも史料ネット-のご支援をよろしくお願いいた します10

(まつ した まさかず､歴史資料ネ ッ トワー ク事務局長)
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●○●○市民歴史講座○●○●
芦 屋 の 歴 史 を た~と る

､尾崎藩と灘目の村々～

!~嘉-1'回-崩i壷貞義 壷 ~'~''-'-1-1'-‥-
r芦屋の歴史をたどる～尼崎藩と港目の村々～｣

日時 :2004年9月5日(日)13:00-16:30

会場 :芦屋市民センター401会議室

｢

~

(芦屋市業平町8-24､0797-31-4995)I

i 講演 :

J 岩城卓二氏 (大阪教育大学)

I r幕津体制における尼崎薄の役割｣

! 明尾圭造氏 (芦屋市立美術博物館)

I r三条村の水利事情｣

i 展示 :｢古地図と用加 (展示解説担当 :加藤宏文 ･

l 吉村真樹子 ･河野未央)

! 主催 ‥歴史資料ネットワーク

後援:神戸大学文学部地域連携センター

芦屋市教育委員会

兵庫県教育委員会

芦屋市立美術博物館

【開場前の状況】
2004年9月5日
､
芦屋市民センターに

て第1回市民歴史講座｢芦屋の歴史をたど

る～尼崎藩と灘日の村々～｣を開催した｡
当日は12時をまわった時点からすでに多

くの参加者がつめかけたが､
会場の都合か

ら
､
開場時刻となっていたのにもかかわら

ず会場設営ができない状況であったため､
参加者の方にも手伝っていただきながら設

営を行うという異例の事態となった｡
その

後の受付の混雑
､
開演時刻の遅延も含め
､
当日のアンケートでも参加者からお叱りの

言葉をいただいた
｡
最初にこの場を借りて
､
改めて当日の参加者の方にお詫びを申し上

げておきたい
｡

▲当日会場での展示のようす

【岩城卓二氏の講演】,.i:.,,.
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司会の大国正 美

氏からの史料ネッ

トの紹介に続き
､
大阪教育大学の岩

城卓二氏から｢幕

藩体制における尼

崎藩の役割｣と題する講演をいただいた｡
岩城氏は
､
主に大坂城守衛との関係から
､
尼崎藩の軍事的役割について述べられた｡
尼崎藩は神崎から兵庫にいたる西摂津海

岸線5万石を有する譜代藩であり
､
所領が

分散錯綜する西摂津において数少ない一円

所領をもつ藩であった｡
岩城氏は
､
近世初

期における幕府の畿

内近国支配構想では､NewsLeueT･2004.10.2



大坂は軍事拠点であり､尼崎藩は和泉岸和

田藩 とともに大坂城守衛 としての役割を果

たしていたことを指摘 したC しか し近世中

期以降は､大坂周辺地域における軍事的論

理が次第に低下､経済的論理が相対的優位

を占めるようになったため､幕府は明和上

知に踏み切 り､尼崎藩の一円所領は解体 し

たこと､さらに幕末期において､幕府が大

阪湾海防問題に直面するにあたり､再度軍

事的論理が浮上 したが､そのとき近世中期

以降の経済的論理 とのせめぎ合いがあった

ことを明らかにし､軍事から経済-の大き

な論理の転換点として明和上知の重要性を

強調された.そして､明和上知を明らかに

するために必要な視点 としては､｢a幕藩体
制全体の中での位置づけ｣､｢b個別領主権

力の動向｣､｢C民衆の動向｣とい う三つで
あるとした｡

最後に､岩城氏は､上記の視点をもとに､

尼崎藩研究のための史料の所在について述

べ られた｡特に Cについては､地域の博物

館 ･資料館 ･文書館が有する史料 (町方 ･

村方文書)から得 られる情報が重要である

とした｡ただし､ Cに関 しても､尼崎藩の

ように藩領域が現在の個別 自治体の範囲を

越える場合には､(丑自治体を越えた相互の

情報交換･共同研究の場が必要であること､

②史料の地道な収集 ･保存 ･整理 ･活用が

不可欠であることを指摘､(かについては､

その具体的な場 として西摂研究会を紹介 し､

②についてはそれを支える博物館 ･資料

館 ･文書館の重要性を述べ られて講演を終

えられた｡

【明尾圭造氏の講演】

続いて芦屋市立

美術博物館の明尾

圭造氏から
､
｢三条

村の水利事情｣と

題する講演をいた

だいた
C
明尾氏は
､

4

芦屋市域の三条村を素材とし
､
具体的に 史

料を上げながら
､
芦屋川周辺地域の水利関

係の実態を明らかにされた
｡
最初に芦屋市域の史料残存状況について

述べられた
C
芦屋市域は
､
近世村落として

は芦屋村･打出村･三条村･津知村の四力

村であるが
､
現在芦屋市域の大部分を占め

る芦屋･打出両村については､
戦災などに

より近世史料がほとんど失われ
､
奇蹟的に

三条村の文書のみが残ったとのことであっ
た
｡
そして三条村に残された文書群が
､
6

-8割が水利関係の史料で占められている

ことを紹介
､
三条村において水利が非常に

重要な問題であったことを指摘した｡
芦屋川水系周辺の村々では
､
水利をめぐ

って様々な結合が見られたが､
三条村は
､
東川用水(芦屋村字一の井手から西南に流

下する用水路)を利用し
､
田畑-の取水を

行っていた｡
他に東川用水は
､
津知村･森

村･中野村･小路村･深江村などがその流

路にあり
､
貞享4年(1687)には
､
その東

川用水を利用する村々で番水が取り決めら

れ
､
新たな水利慣行が生まれた
｡
明尾氏は
､
水利をめぐり
､
村々のあいだに上記のよう

な結合状況がうかがえる一方で､
利害対立

もあり
､
結果として近世期繰り返し争論が

起こっていたことについて､
三条村の史料

をもとに事実関係を丁寧に解説された
｡
最後に
､
明尾氏は
､
昨今の博物館行政に

触れ
､
また先の岩城氏の講演を受けて
､
｢近

世における町や村の史料の残り方からすれ

ば
､
例えば尼崎藩領なら尼崎藩領としての

枠組みで残っていることから､
そこに自治

体の枠組みでもって線引きすること自体が

不自然である
C｣
と指摘し
､
できれば尼崎･
西宮･芦屋など(の博物館･資料館･文書

館など) において

､合同で研究 ･調査､もしくは史料の保存 ･公開 ･活用の問題に



【会場展示 ･討論】

当日の会場では､芦屋市立美術博物館か

ら協力をいただき､主に講演で利用 した三

条村の文書 ･絵図の展示を行った｡岩城 ･

明尾両氏の講演ののち､加藤宏文氏により

展示内容についての解説があった｡特に今

回展示された三条村の文書のうち､小阪家

文書については､阪神 ･淡路大震災の被災

文書であり､当時､芦屋市立美術博物館の

方をはじめとした芦屋市の文化財関係者の

方々とともに史料ネットボランティアメン

バーがレスキュー活動にあたったこと､そ

のときの様子についてもパネル展示をして

いることを紹介した｡

短い休憩時間のあいまをぬって､多くの参

加者が展示された文書 ･絵図を熱心にな

がめていた｡その際､講演者の明尾氏に解

説を求めるような一幕も

あったO続 く討論では多くの質問が寄せ

られ､また会場からも多くの発言を得た.

司会の大国氏

からも三条村の西側にある本庄地域の水

利について紹介があり､当日の講演内容に

ついての理解を深める､有意義な議論が展

開されたO【芦屋市立美術博物館問題をふ

まえて】そもそも史料ネットが今回の歴史講

座を企画した背景には､芦屋市立美術博物

館の存廃問題がある｡芦屋市では､行財政

改革の一環として､2006年 3月までに

芦屋市立美術博物館の民間委託を模索､委

託先が見つからない場合は売却あるいは休

館を計画している｡この間題については､

すでにいくつかの市民団体が取 り組んでお り､反

対署名活動も展開しているが､こうした文

化財行政の ｢切 り離し｣は､今後も全国的

に展開すると考えられ､見逃せない状況に

ある｡芦屋市立美術博物館は､阪神間の前衛ア - トの拠点として位置づけられ､

市民団体もその方面から問題に取 り組んで

いるが､今回の講演 ･展示からもわかるよ

うに､地域の歴史博物館 としての性格もあ

る｡将来的に､仮に館の民間-の売却が決

定した場合､こうした歴史博物館的な役割

がどうなるのか､保存されている史料群はどう扱

われるのか､など様々な問題が浮上するこ

とは間違い無いが､残念ながらその点に関

する議論が深められてはいないのが現状で

ある｡今回の講演会では､特に芦屋市

立美術博物館の ｢地域の歴史博物館｣とい

うもうひとつの顔を紹介 しつつ､今後この

問題に取り組む素地を作ろうというのがねら

いであった｡当日の参加者数の多さにはじ

まり､会場展示を眺める参加者のようす

､討論の熱狂ぶ り (!?)から､予想を

大きく上回る､地元の方々の地元の

歴史に対する深い想いを感 じたが､今後はこ

うした地元の方々の想いと博物館問題 とを

どうやって取り結んでいくのかが課題 とな

ろう.岩城･明尾両氏の講演にもあった

ように､自治体の枠組みを超えた博物館 ･

資料館 ･文書館の連携､また地域の方々と

ともに地域史料の保存 ･公開 ･活用の問題

を考えていくことは､こうした問題に取 り

組んでいくうえで重要な鍵 となるであろう

｡また､市民講演会の参加記を寄せていた

だいた肥後博氏の記述にもあるように､学

校教育の場において地域の歴史博物館を活

用 していくというのも､地域と博物館を結

ぶパイプ作 りとして非常に大きな意味を持つ

と思われる｡いずれにせよ､自治体の財政

難による､文化財行政の ｢安易な｣民営化

の流れは今後ますます進められると予測さ

れるが､だからこそ､様々な ｢模索の場｣が

必要となるであろう｡史料ネットでは今後とも引き続き同問題につい



市 民 歴 史 帯 虐 参 加】配

JC 義 博

今回の歴史資料ネットワーク主催 ｢芦屋

の歴史をたどる～尼崎藩と灘 目の村々～｣

に参加 して､たい-ん有意義な話が聞けて､

とてもよかったと思っている｡私自身､大

学院時代に農業経営という視点から明和上

知を考えるという研究に取 り組んでいたの

で､岩城卓二氏の講演は､たい-ん興味深

く聞かせてもらったO私は､農業経営とい

う視点から政治的動向と民衆の動向を連関

させようとしたが､依然として課題も多いC

やはり､岩城氏も課題に挙げていたように､

民衆の動向と連関させた尼崎藩の役割 とい

うものが重要ではないかと思 う｡明尾圭造

氏の講演では､芦屋地域における水利問題

をテーマとしていたが､私は講演とともに

史料のすぼらしさに驚いたC例えば､絵図

では芦屋川の周辺には菜種絞 りのための水

車が多く存在していたことが理解でき､川

●○●○資料レスキュー○●○●

が農業だけでなく､水車などとしても重要

な意味をもっていたのだと感心 した.

最後に､岩城氏が述べていた史料の収

集 ･保存 ･整理 ･活用のなかで､私は特に

活用の部分が重要なのではないかと考える｡

何散かというと､私は歴史の教師として､

今回の講演内容や展示されていたすぼらし

い史料などは､歴史研究だけでなく学校教

育に活用 していくべきではないかと考えて

いるからである｡地域の歴史を見つめ直す

には､将来を担 う子どもたちに､学校を通

して地域の歴史を伝えていく必要があるの

ではないかC今後は､ひとりの教師として

学校関係者も参加 した講演会というものが

開催されることを期待 しているO
′

(ひご ひろし､

学校法人清風南海学園講師)

7. 1 3新 潟 豪雨 で の
被 玉枝史 料 調 査 を 種 験 して

山 本 幸 便
少人数で2回の聞き取 り調査を行なった

程度であるが､いくつかの感想を持つこと

ができた｡今は､その感想を整理 してみた

いという気持ちはあるが､紙幅の都合もあ

るので取 り急ぎ被災直後からの概要を中心

に報告する｡

7月 13日､梅雨前線の停滞と南西から

の湿った空気の流入により､新潟県の中越

地域は記録的な豪雨に見舞われたC特に､

信濃川支流の刈谷田川､五十嵐川の氾濫に

6

より､死者 15人､全 ･半壊 140世帯､

床上浸水 9137世帯､壊床下浸水635

7世帯の大被害となった (県集計8月 13

日現在)C被災後の復旧作業の主役であった

のは､全国からのボランティアと自衛隊の

r力｣であるO私 も-一般ボランティアとし

て､民家に流れ込んだ泥の搬出作業に参加

したが､炎天下で舞い上がる砂塵と臭気､

家の前にうず高く積み上げられた家財道具､

土砂を積載 して行き交 う自衛隊の トラック

NewsLeuer2004.10.22 No.39



と隊員､隊列をつくって切れ 目なく入って

くるボランティア､怒鳴 りあう駐車場係 り

と運転手､災害対策本部に殴りこんだ被災

者やボランティアの所持品盗難など､少し

前までテレビに頻繁に映 し出されていたイ

ラクサマーワのような様相を感じさせたO

被災文化財等の対応については､7月 1

3日当日に文化庁が出した国指定文化財の

被害状況調査報告の依頼に､新潟県教育委

員会が県指定文化財を加える形で県内全市

町村-FAXを送信したのが最初であるO

県教委は同様の依頼を7月20日と26日

(市町村指定文化財も含め)にも出す｡

いわゆる古文書等の地域史料については､

15日頃より歴史資料ネ ット事務局などか

ら県立文書館や新潟市歴史博物館､上越市

史編さん室､大学関係者などに被災史料の

確認や救援打診の連絡を度々いただくよう

になった｡当初私たちは県立文書館-情報

をまとめることを申し合わせ､文書館から

の動きを待った｡文書館は本課である県教

委文化行政課からの指示を待って動かなか

った｡この間､7月 19日に 『毎日新聞』

に ｢古文書など保存を｣という呼びかけ記

事が史料ネットの情報提供で県内版に掲載

され､7月23日には新潟県教育庁文化行

政課長 ･新潟県立文書館長名で ｢水害に伴

う 『文書等』の取扱いについて (お願い)｣

が市町村教育委員会-出され､少しずつ史

料救済の環境が整えられていった｡

こうした動きとは別に､被災一週間を経

たころから､歴史研究者 (滝沢繁氏)が被

災地-調査に入ったことを知 り､私達調査

会も合流することにした｡特に被害が大き

かったのは中之島町 ･見附市 ･三条市で､

このうち 7月26日中之島町で､8月9日

に三条市において被災史料の現状確認調査

を行なった｡残 りの見附市は8月下旬に県

立文書館が史料所在調査を実施することに

なっているO私たちが行なった中之島町と

三条市の調査には延べ 12名が参加 し､1

7軒を訪問した｡三条市のN家では処分寸

前の被災史料に出くわし､その結果連絡に

より､県立文書館と地元教育委員会 ･図書

館がN家を再訪問し､被災史料は三条市図

書館が引き取ることになった｡また､重機

で解体中のK家は､『県史』所在 目録による

と800点以上の史料があるはずであった｡

ボー トでからがら避難 したというおばあさ

んを避難先まで訪ねた｡私達の突然の訪問

▲重機で解体中の三粂市K家で

被災 し



と期待 した県立文書館や地元大学に頼 りす

ぎたのかもしれないC越佐歴史資料調査会

の活動は､生きている地域や史料所蔵者を

大切にしたいと始められたが､それらは平

和な日常を前提 としてお り､災害時の行動

は視野になかった｡これまで､のどかな陽

射 しと暖かい雰囲気に包まれた古文書整理

を行なってきたが､今回は猛暑の市街地と､

生活復旧-の疲労感や戸惑いを隠せない被

災者や地元自治体､7月 13日死亡の忌中

札を横 目にした､認知度のない行動であっ

た｡

一刻も早い史料救済活動がはたして｢善｣

なのか｡被災史料について語 りかける時期

とタイミングがやはりあるのだと思 う｡指

摘されてきた ｢市民とのギャップ｣は先ず

以って被災現場の ｢状況｣-の慎重な配慮

からスター トすべきではないかCもっとい

えば､｢そもそも被災地において民間史料の

保存活動なるものが成 り立ち得るのか?｣｡

こんな言葉を表立って発 した調査参加者は

なかったが､この自問を消化 しきれないと

ころが､現段階の新潟における史料保存活

動のレベルであるGでも､今回の体験を整

理 して次に生かせそ うないくつかの具体例

が残ったのも事実である｡次回はもう少し

スムーズに動き出せそ うに感じている｡

【平成 16年 8月 15日成稿】

(やまもと ゆきとし､

越佐歴史資料調査会世話人)

『1辱井 集 中 豪 雨 』 (こ関 す る

史 料 保 存 き菩卦 (こ参 カロして

今年､初夏に入った頃の7月 18日に福

井市を中心に集中豪雨が襲ったO自分の地

元である福井県では､生前の ｢福井大地震｣

と自分が五歳の頃の ｢五六豪雪｣などが記

憶にあるだけで､床下浸水などの集中豪雨

などは､福井県とは無縁の自然災害 という

感が強かったCそれだけに今回起きた水害

は､自分にとっては驚きを隠せなかった｡

当初マスコミは､福井市中心周辺の被害状

況を報道していて､関西で生活する自分に

は､それほど被害があるようには感じられ

なかったoLかし現地の福井県文書館や-

乗谷朝倉遺跡資料館などの HPを見ると､

自然災害の被害状況はマスコミが伝えるも

のとは大きく違った｡その内容は豪雨によ

って一乗谷遺跡全体が被害を受けている事

や､各家の所有する史料の保存を訴えるも

8

のであった｡そして豪雨から約-週間後の

7月25日に史料ネットの松下先生と他大

学の先生達 と現地入 りした｡自分が今回参

加させてもらった理由は､単に福井県出身

ということもあるが､マスコミが報道する

状況だけでは確認できない現地の状況を自

分の眼で確認したかったからだった｡福井

県織田町歴史資料館の高木さんの案内で､

一乗谷朝倉氏資料館を見学したが､その被

害状況は想像を遥かに越えるものであった｡

足羽川の氾濫により､遺跡全体が土砂に埋

まり､資料館に付随する埋蔵文化財センタ

ーの建物内も浸水 して､考古遺物などの貴

重な資料が水浸 しになっていた｡マスコミ

の報道では､やはり人命救助優先の立場か

らか､この一乗谷周辺の被害状況は全くと

言っていいほど報道されていなかった｡ま
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たかつての戦国大名朝倉氏の栄華の跡は､

見る影も無かったC

その後､職種も立場も異なる人たちが史

料保存とい う一つの目的のために団結して

｢福井史料ネット｣を立ち上げることにな

り､そして今立町で実際の史料保存に関す

る聞き込み調査を行ったc Lかしこの活動

に実際に参加 してみてとくに難しいと感 じ

たことに､やはり被害に遭われた人たちの

優先事項は､自分達の生活基盤であるライ

フラインなどの確保にあり､そのような余

裕の無い時に､史料保存を訴えるのはとて

も難 しいということだった｡また住民が知

らずに史料を廃棄処分してしまうなど､ま

た古美術商が先に現地入 りして骨董品とし

て買収して しまうなど､現実の様々な問題

が交錯 していた｡今回初めて史料ネットを

通じて ｢史料保存｣に参加 し､右も左も分

からなかったが､現実の史料保存の問題や

未だに未調査の史料の扱いなど､現代の歴

史学が抱えるイデオロギーとは別個の生の

問題に触れたことは､目を拓かされたと思

う｡そして日本は､地褒列島であり､また

今年の天気からもわかるように台風による

水害など､自然災害には事欠かない国であ

る｡今年の日本の自然災害 (特に水害)が

頻発 している今 日､今回の史料ネットによ

る災害時の史料保存活動は今後一層必要度

を増 していくだろう｡また史料保存の必要

性や災害時の応急措置など､普段からの市

氏-の意識改革が必要であると考えられる｡

連 日の台風による水害のニュースを見る度

に､史料保存にどのようにとりくんでいく

のかなど､真剣に話 し合う時が来ていると

感 じざる得ない｡

(やまもと よういちろう､

神戸大学大学院文学研究科)

福 .# の 車 窓 よ り
浅 刺 文 千

車窓から広がる景色は､私をおどろかせず

にはいられませんでした｡広大なる田地は､

地主制史研究の名著を次々と思い出させます｡

平地の少ない地域で育った私にとって､福井

の郊外に広がる田地は新鮮そのものでした｡

地主制史研究の研究史を思い出しながら思い

にふけていると､まさに近代からすっぽ りと

出てきた

ような織物業を営む地主家と出会いました｡

私は､福井に行ったことがありませんでし

た｡今回の史料 レスキューが､私にとって､

初の福井入 りとなります｡ですから､私は､

福井をイメージすることもできませんし､テ

レビから映し出されるすさまじいほどの被害

を想像せずにはいられませんでした｡福井の

地を踏んだとき､そこには､そのような光景

はありませんでしたO少なくとも､私には､

普通の地方都市の朝 としかみることができま

せんでした｡ しかし､実際の現地調査が始ま

り､すぐに福井が大洪水に見舞わ

れていた事実に直面することになりました

｡私の巡回した地域は､帆谷町､大村町､北山町､北山

新保町､徳光

町､岩倉町､田治島町Cこれらの

地域は､福井市の郊外にあたります｡災害三IT:;l･;i



いての明らかな被害はなかったようですo L

かし､山際に日をやると､崖崩れにあったと

思われるところ､集落の神社や寺院において､

かなりの損壊を受けているところもありまし

た｡(写真 1､2参照)災害時から1ケ月ほど
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経ってお り､ほとんど

の人家は､平生を取 り

戻 していただけに､そ

芯､ れらに強い違和感を覚

えました｡これ らの所

有者の方々にお話を伺

賢ぺL昼野 べきA.で競 ったところ､修復のメ

盛転 ＼転 土盛 _ti ドは今のところ立って

写真 2 いないとのことですC

今回､私は史料 レスキューを初めて体験 し

ました｡災害時から時間が経過 していたこと

もあって､県史､市史編纂の際に作成 された

目録を中心とした現地における史料確認を行

いました｡よって､地域住民の方々の生活も

落ち着いていましたので､史料確認の作業を

行いながら､ 日常生活を営んでいる方々と､

ごく自然なコミュニケーションをとることも

できました｡例えば､区長場の所在がわから

ず困っていたところ､農作業中の方々に助け

て頂いたことがありました0-人の方に伺っ

ていると､自転車で通 りかかった方も長靴姿

で集まってきますC犬の散歩途中の方もやっ

てきて､いつの間にか小さなヒトダカ リが出

来ていましたO福井の者でない人間が､史料

レスキューを行っているということを知ると､

災害時の様子､ 日録には載っていないけれど

被害のあった歴史的遺物 (写真3･4)など

など多くのことを教えていただきましたCそ

の中で､自分たちの住んでいる地域に重要な

史料が存在することを再認識されていました｡

災害の復興を行 う際､どうしても､第-に

日常生活を取 り戻す とい う作業から行います｡

したがって､史料､古文書など-の対処は､

二の次､三の次になってしまいます｡これは

10

仕方のないことですが､史料などを所有 して

いるという自覚が所蔵者側にあります と､こ

れ-の対応は､早いものになります｡福井に

おける史料 レスキューの報告にも既にあがっ

ていますように､史料を所蔵 しているという

ることは､福井の学芸員の方々､また大学の

諸先生方､先輩等から伺っていたことではあ

ります｡ しかし､実際に体験をしてみて､所

蔵者及び

地域住民 レベルにおける意識 レベル向上の必

要性を感 じました｡歴史的遣物が､長い時

間を経て現在まで残ることは､非常に難 しい

ことです｡このような災害が起こり､それを

乗 り越え､今まで残るにはそれなりの理由があります｡理

由のない史料は､残る可能性を得ることもまれ



く二二=>P 今年は台風や豪雨といった水害が多い年といわれている｡それぞれの水害について過去

のニュースレターに載せてきた｡今回は当ネットの対応とその問題をとりとめもなく､書

いておく｡中豪雨(新潟と福井) 対応

決定の判断は気象庁が名称を付けた場合と決

めた(今年は新潟福島豪雨,福井豪雨)｡ただ

この判断基準は後 日に設定したものである｡

今年の集中豪雨の場合､ネット内外の関係者

との個人的なや りとりによって被害を直接確

認するという方法を取った｡そのため､被害

状況の把握が早 く､比較的近距離であったこ

とが福井史料ネ ット設立につながった

のだろう｡直画 対応の時期 とその方法を

決めないままで､多回数､多地域に挑んだ結

果､台風に対する当ネットの活動は煩雑であ

り､反省点が多く

あがった｡①ファクシミリの送

付先の選定送付先を決める作業は混乱した｡今

年の場合､消防庁などインターネット上の情

報から送付する市町村名を避難勧告の有無に

よった｡床上床下浸水などの被害戸数などの

情報について､消防局や内閣府の情報では都

道府県別合計で､市町村別合計は各都道府県

のウェブで確認できたが､当時はそこまで調

べることができなかった｡それ以上に複雑に

していることとして避難勧告が出ているから

実際の被害が確実にあったとは限らない｡そ

の逆もあったは

ずである｡そこで､マスコミ報道された情

報から市町村を特定して､ファクシミリ送付

することも検討 してみたが､そのや り方はや

や場当たり的な対応になってしまう危供があ

るため､この方法は採用し

なかった｡今､思いついた方法として､ボ

ランティアセンターなど第三者的な機関が出来た場合と いうのは一つのアイデアと思われ

る｡その地域では(1)被害があったこと｡(2)

インターネット上でそのような機関の設置が確

認できる｡(3)人手が十分でなく､当ネットワ

ークが特に対応すべきと考えている指定以外

の文化財の被害やその早急すぎる破棄の懸念などが考え

られる｡(塾ファクシミリ

の送付時期被害直後の役所にファクシミリ

を送付するのは早すぎるのではないとか考え

ていたためすぐにファクシミリを送付してい

ない｡この判断が正しいのか間違っているは

未だに不明である｡加えてやや期 日をあけて

送付するとしても､その適時がわ

からない｡③ファクシ

ミリ送付後実際は送付後､返事はあまりな

かった｡その理由を想像すると(1)避難勧告

が出ていたが実際の被害がなかった｡(2)被害

が文化財に及ばなかった｡(3)文化財被害はあ

ったが､指定以外の史料の被害調査をしなか

ったか､もしくはできなかった｡などがあろ

う｡当然の調査方法として､文化財指定が先

行され､指定外は後回しかほとんどは実施さ

れていないと考

えられる｡匡 童画 実は当ネットは台風を

はじめとした水害に対 して大きな活動は少な

かった｡新潟 ･福島や福井の集中豪雨による

水害から始めたといってもいいだろう｡水損

した史料はその様子から地震被災史料以上の

スピー ドで遺棄されることを危倶 している｡

それに対応した体制つくりを急がなければ

ならない｡(ほったまさひろ､史料ネ ット

事務局員)NewsLeueT12004.10.22 No.39



< 福 井 豪 雨 カン ′ヾ lここt虫力 しヽ た だ しヽ た 皆 様 >
2⊂X:)4年 7月の福井妄雨に際し､多くの万々から史料ネットに募金をお寄せいただきました｡2⊂X)4年 10月18日段階で､合計

401.133円集まりました (福井ネット宛への送金分を除く)｡この環を借りましてこ協力いただいた皆様に厚くお礼申し上げます｡

(神戸の史料ネット宛にいただいた万々)

山EEl修士様､育相同一様､大原さとみ様､i封白真一様､善見事男様､古川明様､正木茂様､戸崎曽太良隈 林髄様､星野良作様､拍EEl紘一

様､柴田博子様､奥止帽二様､古津和夫様､家舗俊介様､西岡芳文様､伊藤文様､井ケEB良治様.櫛木謙同様､曽根原理様､ハ木EEl裕子様.

硯 唱射乳 JJl杯年専横､古藤喜平様､麻EB茂様､原和子様､浜野一重様､柚LL俊夫様､大野薫様､河島喜様､岡手指書香様､寺内浩様､佐

掛 屯子様､寺嶋喜一一頚楓 横戯 関周一様､白石健二様.仁木宏様､佐藤修二様､小寺敏瓢 枯木朱実様､三浦秀夫様､肥塚棄男様､

大西愛様､俣野好さ台様､藤木久志様､毛塚万里様､角垣内佑梨I気 岩EEl書院様､大橋幸泰様､秋宗康子様､北)LEfI臼退隠 松本良対象 辻

川敦様､宮城公子様､藤尾隆志様､折茂同一様､小LIJ二示様､佐藤索弓LJ蓑､t海雅人様､あおぞら財団様､藤沢市文書館一同様､藤拝喜纂畠

様､立花京子様､薗EEl香融様､佐賀章尉気 藤田明良様､藤田裕岸拝気 芝村等樹様､能川泰治様､玉城玲子様､佐藤孝之様､古川恵瓶 松

本靖史様､曽根ひろみ様､大聖茂子様､堺桂子様

被災史料救出活動支援募金

■歴史資料ネットワーク口座 (郵便振替)

口座番号 :00930-1-5394

5加入著名 :歴史資料ネットワ

ーク※振替用紙に被災史料救出カンパ とお手きください○ 災雷ポランナイア量

義について住所､氏名､年齢､所属､電話 (自宅と携帯

)､メール､参力汀可能な日程 (10/22以降)をお書き添

えの上､歴史資料ネットワークまでFAX(078-80

3-5565)かE-hail(smetelit.kobe-u.ac.jp)を送信してください

.●○編集後記○●西 と‡慧 設 農 芸 慧 慧 kL言oL三.:･;三二警 活動榊 れ､まだま機 郷

は大変な槻 掛 ていること政 人金 管へ の ′入会 ∠･'LJVews Lette
r"膨 ク35'm tl史料ネットの活動に平素からご協力いただき､

ありがとうございます｡歴史資料ネットワークt£ 改組後も引き続き"rbs Letter"を年4回発行いたします (年間珊読料:郵送士込み1

000円)｡改組とともに今後内容を更に充実させる努力を重ねて参ります｡皆様方には引き続きご叫読いただきますよう､よろしく

お雇い致します｡また､表矧こもありますように､ニュースレタ｢会見･勝 者の皆様には是非とも個人会長へのご入会 (年会暮:個人会A

5000円､学生･院生会Aは半坂)ないしサポーター (一口3000円以上)としてご支津いただき､史料ネットの発展にご理解･

ご協力を賜りますよう､宜し

くお雇い申し上げます｡ 史

料 ネ ッ ト 郵 便 振 替 口座名 義 :

歴 史 資 半斗ネ ッ トワ - ク口座 番 号 :0 0 9

3 0- 1- 5 3 9 4 5★史料保存関係のホームページ"ArchIVISt ln Japan"を開設している小林年春さんのご協力により､史料ネットの情報を同

ホ-ムページに連載してい た だ い て い ま す ｡ http//yw archlVIStSC耶/ ま た は http//hd ernlftyne｣p/ardllVIS

tSC肌/ ま た はhttp//yrM aSahllletOrJp/～hT17t-kbys/a

rchlVIStS/史料ネvyトNEtrSLm ER No.39 尭行 200
4年 TOF1228(金)編集.発

行 歴史賃料ネlyトr7-J1〒b51-8507神戸市灘区六甲台町 7-7神戸大学文学軌地域連携tZシタ
ー気付 史料ネ.Yト神戸tzンタ-TELuAX:078-803-558
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